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  市川市では、第３７～４０回の教育長通信でお伝えした、「市川市総合計画２０５０」で構成される「基本計画」で示さ
れた施策を実現するための具体的な事業を定める「市川市総合計画２０５０実施計画〔初版〕」を策定しました。さらに、
６月補正予算を反映した「市川市総合計画２０５０実施計画〔第二版〕」（以下「実施計画〔第二版〕」という。）として更新
しました。今回から３回に渡り、この実施計画〔第二版〕の中から、教育委員会関連の事項をお伝えします。 

https://www.city.ichikawa.lg.jp/uploaded/attachment/56643.pdf 

施策０３ こどもの教育 

（１）一人ひとりの可能性を広げる教育 

 事 業 名  「（仮称）言語探究科」実装事業 ＜２８頁＞  

 事業目的  探究的な授業の中で読解力とコミュニケーション能力を相乗的に育成し、主体的・対話的で深い学びを確

かなものにするため、総合、国語、英語を一体的に行う教科「（仮称）言語探究科」を新設する。 

 事業概要  

〇 教育課程編成の実証・実践  「教育課程柔軟化サキドリ研究校」に指定された東国分中学校と曽谷小学校を英語
活動・英語教育のモデル校とし、授業時数を調整した教育課程を実施・検証する。  

〇 検討委員会       教育委員会事務局職員、教職員で構成する検討委員会において、探究的な学習内
容の授業モデルや総合的な学習の時間と国語科、英語科における授業時数増減の
年間指導計画の作成等を行う。 

〇 教育課程特例校の指定  市立小中学校等について、文部科学省に教育課程特例校の申請をする。 

〇 探究的な学習への取り組み  「（仮称）言語探究科」の実践を参考に、全ての教科において、探究的な学習を意識し
た授業を実施する。 

〇 英語活動・英語教育の充実  中学校に加え、小学校等に外国語指導助手(ALT)を各校 1 人派遣し、担任等と協力
し、生きた英語に触れる授業を実施する。 

 事 業 名  学校給食費の無償化 ＜２９頁＞  

 事業目的  こどもたちの成長を社会全体で支え、健やかな心と体を育んでいくため、全市立学校で学校給食費の無償

化を実施する。 

 事業概要  

〇 学校給食費の無償化 小中学校等の学校給食費の無償化を継続する。 

〇 価格高騰への対応  食材価格の状況を踏まえ、必要な予算を確保し、栄養バランスや食育に配慮した質の高
い給食を安定的に提供する。 

〇 国公立特別支援学校に在籍する児童生徒を対象とした補助 
 市内に居住し、国立、県立の特別支援学校に在籍する児童生徒を対象として、保護者等が

負担する給食費相当の補助金を交付する。 

 事 業 名  学校建替事業 ＜３０頁＞  

 事業目的  教育環境の改善と充実を図るため、公共施設個別計画等に基づき学校施設の建替えを行う。 

 事業概要  

〇 小学校建替事業（宮田小学校） 宮田小学校は市内の小中学校の中で築年数が最も古く、建物が老朽化して 
いることから、令和 11 年度からの供用開始を目指し、新校舎を建設する。 

 

（２）豊かな人間性を育む教育 

 事 業 名  小中一貫教育推進事業 ＜３１頁＞  

 事業目的  児童生徒に必要な資質能力を育成するため、小中学校が義務教育 9 年間の教育目標を共有し、9 年間
を見通した連続性のある教育課程を編成するとともに、地域と共に、特色ある教育活動と学校運営を行
う小中一貫教育を推進する。 

 事業概要  

〇 小中一貫型小学校・中学校への移行 
 全中学校ブロックにおいて、中学校ブロック単位の学校運営協議会の設置を進める

とともに、小中一貫型小学校・中学校への移行の検討を進める。 

〇 義務教育学校への移行 小中一貫型小学校・中学校の義務教育学校への移行に合わせた施設一体型校舎整備
の調整を進める。 

https://www.city.ichikawa.lg.jp/uploaded/attachment/56643.pdf

